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オタマジャクシ達よ  

今年こそカエルになってね 
昨年、トンボ池に足繁く通って観察して、たくさん生まれたオタマジャクシが大食漢のカルガモ

にほとんどを食べられてしまったところを見ました。 

今年、大きなお世話と言われそうですが、オタマジャクシの保護作戦に出ました。オタマジャク

シの一部を池裏の水路とプラスチックのコンテナに移しました。一部を会員が家で育てることに

なり、またオタマジャクシをほしいと言った子どもにも持たせ、カエルになったらここに連れて

きてねとお願いしました。裏の水路のオタマジャクシはすぐにいなくなりました。ヘビに食べら

れたのかもしれません。コンテナのオタマジャクシは栄養が足りないのかやや小さい。 

石橋さんがスズメ避けにテープを張り巡らしているのを見たと教えてくれました。カルガモはか

らだが大きいので、テープが張ってあると飛び立ちにくいので嫌がるかもしれません。とりあえ

ず張ってみました。カルガモはテープの下をくぐり抜け、テープとテープの間から飛び立ちまし

た。失敗。 

次の作戦、竹の先端―枝が分かれているところーを池の上に被せてみました。これならカルガモ

は入りにくいと思ったが・・・コサギには竹がじゃまかもしれませんが、カルガモには効き目が

なさそう？でした。 

５月１２日、オタマジャクシが生き残っ

ているところは湿地のように水がヒタ

ヒタな場所です。カルガモには採餌しに

くいのかもしれません。橋の右側と左側

の広いところにいたオタマジャクシは

いなくなりました。広い池の隣の山側の

棚田のオタマジャクシもいなくなりま

した。どちらも深い池です。 

雨が降ると池の水位も上がります。オタ

マジャクシは５月下旬にカエルになり

ます。生き残ってほしいです。 
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オタマジャクシをめぐる 

生き物の世界 
 

会報みずみどりでは、度々オタマジャクシのことを取り上げています。トンボ池が出来て２０年、

毎年早春に、１度に数千個の卵を産むと言われるカエルが何匹も集まり、産卵していきます。し

かし豆ガエルを見たのは２，３度だけ。いったいオタマジャクシの敵は誰か、毎日観察できない

ので、断片的な観察から、いろいろ推理していました。 

カエルはたくさん卵を産みますが、オタマジャクシから豆ガエルになるのは十数匹？、大人のカ

エルになれるのは１，２匹と聞きました。ほとんど食べられるのがあたりまえの命です。それで

も全滅はひどすぎる、浅くしてみたり、水草を植えてジャングルのようにしてみたり、環境改善

を試みましたが、うまくいきませんでした。以前から目撃していましたが、昨年はカルガモがや

ってきては大量に残らず食べていくのを確認し、主犯のカルガモ対策を考えました。カルガモに

とってトンボ池はエサ場で、子育てによさそうな環境です。 

耳に傷のあるノラ猫がときどき池のそばに座っています。ネコはオタマジャクシではなく、カル

ガモに興味がありそうで、カルガモは警

戒するでしょう。防犯効果がありそうで

す。私はこのノラ猫に会うと挨拶をして

います。 

 

オタマジャクシは何を食べているのでし

ょうか。水面で口をぱくぱくしているの

はプランクトン？を食べているのでしょ

うか。先日オタマジャクシが水面に浮い

ている小さな毛虫をつついていました。

オタマジャクシが頭を寄せ合ってヒトデ

のような形をしていることもありまし

た。みんなで大きな何かを食べているようでした。自然の世界はいろいろですね。 

 

 

間違っているかもしれませんが、少しずつわかってきたことを、紹介しますね。 

１ カエル（この池にくるのはヒキガエルだけです）は、野鳥が歩いて入れるほどの浅いところ

には卵を産まない。（理由：浅いと干上がってしまう心配があり、サギや、スズメやムクドリに

食べられるから？） 

 

２ カエルはトンボ池の深いところに卵を産むが、ため池には産まない（理由：ため池の垂直護

岸ではカエルが上陸できないため）。 
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３ カルガモ（写真右）は卵やオタマ

ジャクシを効率よく食べるので、カル

ガモの影響は大きい（昨年全滅させた

主犯と思われる）。（今年赤塚公園徳

丸緑地の池に大量の卵が産み付けら

れていたが、後日カルガモが飛来し、

オタマジャクシはいなくなった）。 

最近カルガモはオタマジャクシのい

なくなった広い池で逆立ちして池底

をあさっています。底にいる生き物

（ザリガニなど）を探しているのかも

しれません。 

 

４ ザリガニがオタマジャクシを襲うのを何度も見ました。以前は会のメンバーはザリガニ主犯

説でした。ザリガニの食欲もバカになりません。 

 

５ 子ども達がすくっていく。子ども達は天敵かもしれないが、カエルになったらまた戻してく

れれば保護者です。 

 

６ ミシシッピーアカミミガメ（写真下） 昨年もオタマジャクシの頃に出現（誰かが放したの

か、それともため池からやってきたのかもしれません）。今いるカメは小さくて１５ｃｍほど。

人が近付くとポチャンと音を立てて水に飛び込み、ときどき水面に顔を出して呼吸し、ときどき

陸に上がって甲羅を干します。のんびりしていてエサ取りは非効率に見えますが、雑食性で藻類

や水草，水生昆虫，ザリガニ，エビ，貝類，魚類等さまざまなものを採食すると書いてあります。

水面で口を空けて浮かんでいて、オタマジャクシが口に入ったのを見ましたが、どちらかという

と池底が得意そう。環境省の要注意外来生物（外来生物法）および世界の侵略的外来種ワースト

１００にあげられています。小さな生き物にとって手強い相手です。赤塚ため池にも大きいのが

いて池の島の水際で甲羅を干しています。 
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７ ヘビ（写真右）： トンボ池に小

さなヘビ（ヒバカリ）がスーッと泳い

でいるのを何度か見かけました。ヒバ

カリはオタマジャクシが好物だそう

です。トンボ池の裏の山裾や水路には

ヒバカリだけでなく１ｍ位の大きな

アオダイショウが住んでいます。アオ

ダイショウはオタマジャクシのよう

な「小もの」よりも大きなカエルのほ

うが好物でしょうね。 

写真は山田さんが大仏下のトンボ池

で４月末に撮ったヒバカリです。この池のオタマジャクシもいなくなりました。ヒバカリが食べ

たのかもしれません。 

 

８ コサギやゴイサギ：トンボ池にコサギやゴイサギの幼鳥がいたことがありました。サギは浅

いところで餌を食べます。サギ類も小さなオタマジャクシをチョコチョコつまんでいないで、ザ

リガニを食べてくれるとありがたいのだけれど。 

 

９ ムクドリなどの野鳥が水浴びにきたついでに、

食べていくかもしれません。 

 

１０ ヤゴがオタマジャクシを食べた（オタマジャ

クシを疎開させた猪鼻さんから４月２８日のメー

ル） 

オタマジャクシを２つのスイレン鉢で飼っていた

が、片方のおタマが最近少なくなってきたと思って

いたのだが、今朝理由が判明。ヤゴが喰っていたの

だ。後ろ足が生えてきたところでヤゴより大きい位

だが、喰われてしまうのですね（猪鼻）。 

 

トンボ池で、よく聞かれることがあります。 

１ 最近カエルを見なくなったように思いますが・・・ 

年によって変化があると思いますが、私も今年は少ないように思いました。池に来たカエルも少

なかったし、卵塊も 5個で小さいものが多いようでした。私の住む中台で早朝や夜にカエルが歩

いているのをよく見かけましたが、今年はほとんど見ませんでした。車に轢かれたカエルを見た

のも今年は２回だけ。そんなことから、オタマジャクシの保護も必要かなと考えました。 

 

２ こんなにたくさんのオタマジャクシが全部カエルになったらよくないのではありませんか。 

確かに大量のオタマジャクシがカエルになるのは不自然です。今回の保護実験でもかなり喰われ

て数を減らしています。もし、無事にカエルになったとしても、１ｃｍ位の豆ガエルが上陸する
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や、ムクドリの群れが舞い降りてきて片っ端からついばんでいるのを見たことがあります。だか

ら池の周りに身を隠せる藪も必要です。そんな苦難を乗り越えて、数年後、大人のカエルになっ

て池に来て卵を産みます。 

 

３ ヒキガエルは、いつもどこにいるの？ 

カエルというと水辺の生き物と思いますが、産卵の時だけ水辺にきます。カエルは両生類の仲間

です。両生類とは、水中で産卵し、オタマジャクシはエラ呼吸で水の中ですごします。変態して

カエルになると肺呼吸になり、陸上で生活します。両生類とは水陸両方で暮らせるという意味で

はなく、両方の環境が必要な生き物なので

す。 

ヒキガエルは夜行性で昼間は茂みや落葉の

下などにいて、夜になると出てきて昆虫や

ミミズを食べます。なので昼間見ることは

あまりありません。 

 

４ ヒキガエルは水の中が好き？ 

自宅近くにあるコンクリート池は、垂直の

壁で水面から池の縁まで４０ｃｍほどあり

ます。 

写真右は、何度もジャンプを繰り返しても、

この池から陵に上がれず困っているカエル

です。 

この池で死んでいるカエルを見てから、死

にかけたカエルを何匹か助けたことがあり

ます。誰かが捕まえたカエルを池に投げ込

んだのでしょう。「カエルは池にいるはず」

と思って悪気はなかったと思いますが、カ

エルにとって大災難です。田んぼの用水路

がコンクリートになり、カエルが脱出できないといった話も聞きます。ドイツでは、溝に落ちた

カエルが脱出できる工夫がされ、高速道路によって生き物の移動が妨げられないよう配慮されて

いるという話を聞きました。生き物達のバリアフリー対策ですね。意外にもヒキガエルのジャン

プ力は弱いのです。アマガエルは、足に吸盤があって木に登ることも出来ます。 

 

たくさん生まれたオタマジャクシが、気がついたらいなくなって、どうなったのだろう、という

疑問がありました。ヒキガエルは絶滅危惧種でもなく、珍重される生き物でもありません。かと

いってどこにでもいる生き物でもありません。卵を産む水辺も必要だし、生きた餌を食べるので、

餌となるミミズや昆虫がいる落葉や草が茂った環境が必要です。ありふれた生き物の生活にも関

心を寄せてほしいです。小さな生き物達の場所としてつくったビオトープですが、自然はコンク

リートの水槽よりも危険が多く、困難をくぐり抜けた個体が大人になるのですね。（坂本 郁子）。 

 



2019年 5月 15日     ■■■ みずみどり第 132号              ⑥ 

キジバト

の春 

ふと見上げたら、高い

木の枝にキジバトが２

羽、仲良く並んで止ま

っていました。 

３月２４日、暖かい

日、そろそろ結婚しよ

うか、というところで

しょうか。 

キジバトは、お寺の境

内にいる鳩ぽっぽと違

います。黒と赤褐色の

鱗状の模様がキジに似ていることからつけられた名前で、以前は山鳩とも言われ、山にいる野鳥

です。 

都会でも緑が増えて、キジバトやシジュウカラ、ヒヨドリ、ムクドリなどの野鳥を見かけます。

彼らは私たちのすぐ近くで卵を産み、子育てをしています。昨年街角のあまり大きくない木でキ

ジバトが子育てをしている気配があり、冬になってから巣を見に行ったら枝が剪定されて残って

いませんでした。キジバトは小枝を使って雑な巣を作ります。 

２０年近く前の観察会のこと、松月院通りの葉を落とした街路樹にキジバトの巣が２つもあって

驚いたことがありました。車も人も多い通りです。 

 

写真右は、ヒヨドリの巣の残骸です。

巣作りしている最中は全く気がつきま

せんでした。環８道路沿いのあまり大

きくない街路樹で、巣材はビニールテ

ープなどが廃物利用されています。 
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日暮台公園をフィールドに崖線樹林地の将来を考える勉強会をします  

台風で公園の木が倒れて地下鉄が不通に

なる事件があってからか、公園の木の伐

採や、強剪定された木が目につきます。

緑の中を歩いていても、すがすがしいと

感じると同時に、「不自然な樹形に違和

感や痛々しさ」を感じることもしばしば

です。公園整備されて数十年経ち、大き

くなりすぎた木が困りものになったよう

です。大きな木に対する感情は、近所に

住む人と遊びに来る人では違うかもしれ

ませんが。 

 

私たちが観察を続けてきた日暮台公園（写真上）

でも大きな木が何本も伐採されました。5月初め

に調査したら、林内にギンラン、キンランが咲い

ていました（写真下）。これらのラン科植物は木に

寄生している菌類と共生している寄生植物なの

で、この場所でのみ育ち、移植できません。キン

ラン、ギンランがこのあまり豊かでもない公園樹林地で咲くということは、地面の自然が生き

ている証だと思います。 

そこで、公園管理に関わる行政職員と区民が一緒に、安全で自然豊かな崖線樹林地を目指し

て、現状を観察し、課題を整理して、樹林地の将来像を検討するための勉強会を開きます。勉

強会は、今回以降も他の樹林地調査や専門家の話を聞くなど継続して実施する予定です。関心

ある方のご参加をお待ちしています。 

 

テーマ 

安全で自然豊かな崖線樹林地を未来に引き継ごう 
日時 第1回 6月２１日（金）１０時～１２時 

   第２回 ６月２８日（金）１０時～１２時 

場所：エコポリスセンター・日暮台公園（前野町５－１９）（フィールドワーク） 

第１回集合場所はエコポリスセンター 

講師：１回目 （公財）埼玉県生態系保護協会 統括主任研究員 高野 徹 

   ２回目 （公財）埼玉県生態系保護協会 事務局長 堂本 泰章 

 

問合せ いたばし水と緑の会 坂本（０９０－４６１８－１２９５） 
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活動のお知らせ 

 

１ 赤塚ビオトープ（赤塚トンボ池、バッタ広場）の手入れ  

５月２５日（土）１０：００～１１：３０ バッタ広場の手入れ 

６月２２日（土）１０：００～１１：３０ バッタ広場の手入れ 

 集合は赤塚トンボ池前（板橋区立美術館そば）（予定を変更する場合もあります） 

雨天の場合は中止または延期します。連絡先：事務局または坂本（０９０-４６１８-１２９５） 

 

２ 赤塚城址自然観察会 

どなたでも参加できます。子どもさんも一緒にどうぞ。でも生きものを持って帰らないでね。小雨で

も実施。連絡先：事務局または坂本（０９０-４６１８-１２９５） 

６月９日（日） １０：００～１１：３０ 

７月１４日（日） １０：００～１１：３０ 

集合場所：板橋美術館そばの赤塚トンボ池前 

参加費：無料（保険には加入しません）もってくるもの：あれば双眼鏡、虫眼鏡、 

 

３ 日暮台公園樹林地の観察  

６月１日（土）１０：００～１１：３０   ７月６日（土）１０：００～１１：３０  

日暮台公園前集合 

連絡先：事務局または坂本（０９０-４６１８-１２９５） 

 

 

 

運営委員会：５月２５日（土）１２：３０～１３：３０ 

      ６月２２日（土）１２：３０～１３：３０ 

    作業・観察会の後に報告や活動内容などを相談します（ラーメンしらかば）。 

連絡先；下記事務局または坂本（０９０－４６１８－１２９５） 

●会報の発送は奇数月。お手伝いできる方はよろしく 

  ７月２０日(土)の予定  

活動の問い合わせ等は事務局 瀬田（３９６９－７１２４）まで 

●ビオトープボランティア大歓迎 

当会は、自然と共存するまちづくりをテーマに、生き物のすめる水辺（赤塚トンボ池）や

草地（赤塚公園バッタ広場）などの観察と手入れ作業、自然樹林地の定点調査などを行っ

ています。作業や観察会で身近な自然を発見できるのが楽しいです。 

●会員になってくださると板橋の自然情報を中心とした会報「みずみどり」（隔月発行）お

送りします（年会費 2000円：振込先は表紙に記載）。 


